
東日本巨大地震被災者支援ひょうご市民ネットの設立（神戸復興塾 3/23） 

 

【趣意書】公営住宅入居被災者者支援活動を市民ネットで応援する 

            《ここでできる、あなたにできる被災者支援活動》を拡げよう 

  
東日本巨大地震被災者支援について、兵庫県は公営住宅の空き家 600 戸、神

戸市は 500 戸を提供する方針で、すでに先着順で入居を許可している。18 日ま

でに県で 24 戸、市で 118 戸が予約完了、県では 2 戸、市では 16 戸に鍵渡しを

した。 
 また、県内各市町でも 213 戸の受け入れを表明している。（伊丹 16 宝塚 15 
尼崎、西宮、川西各 10 三田 6 明石 13 丹波 21 朝来 15 など、鍵渡し済 13
戸） 

全国の応急仮設住宅供給戸数は 1.7 万戸、UR 住宅 2.5 千戸に及ぶが、一律・

公平を旨とする行政には難しい柔軟できめ細かな支援モデルの提供も今回の提

案の狙いである。 

 
 県内での受け入れは進んでいるが、住宅当局ができることは家賃免除（共益

費・光熱費は入居者負担）が主であり、家財道具や身回り品のすべてを失った

避難者にたいする生活支援としては不十分である。さらに、買い物、医療、介

護、就労など日常生活に関連する情報や、遠く離れた被災地での住宅再建・復

興過程に関する情報の提供も課題である。 

 
ひょうご市民ネットの役割 
 もちろん地元自治体を始め、自治会、ボランティア団体、社協、企業などに

よる支援が始まっているが、継続的かつ組織的に支援活動を担う NPO に寄せら

れる期待は大きい。阪神大震災で実際に避難生活を送り、失った悲しみを慰め

られたり隣人に勇気づけられたりした経験をもつ市民による支援は、避難者に

通じるものと確信している。こうした活動を促進するため必要なヒト、モノ、

カネ、情報など活動資源の提供が今回提案するプロジェクトである。 

 
地元 NPO が担当する事業 
１）大型家電（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、電気釜、掃除機、電気

こたつ・ストーブ、パソコンなど）、ガステーブル、食器、寝具、家具、など

の寄付を受け、動作や安全性、衛生面を確認したうえ、希望者に届ける。 
２）上記事業実施のため、ストックヤードの確保、検査と配達・設置に当たる



ボランティアの募集、配達車の調達などが必要になる。 
３）支援物資確保については、市民に PR するほか、学校、企業や地域団体に

も働きかける。 
４）応急仮設住宅入居者以外の避難者についても、順次、必要な支援を行う。 
５）図書館、公民館などに東北地方のローカル紙を常置するなど、情報格差の

解消に努める。（仙台の河北新報は HP で閲読できる。） 
６）傾聴ボランティアの講習会開催 
７）東北出身者による応援団結成（いつでも東北弁で無駄話ができる。） 
８）入居が先行する神戸市では、CS 神戸が受け入れ体制整備に着手した。 
９） 宝塚市では支援物資の調達は行政、輸送と設置を宝塚 NPO センターが対

応している。 


